
コ
ロ
ナ
禍
で

２
年
連
続
の
ウ
ェ
ブ
開
催
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
に
な

っ
た
「
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
代
わ
り
に
昨

年
初
開
催
し
た
「
機
関
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
、

今
年
も
２
月
中
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
催

し
ま
す
。
今
号
で
は
開
催
に
先
が
け
、
応
募
作

品
の
第
１
面
や
応
募
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
届
け
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

　
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
守
り
続
け
た
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
機
関
紙
や
チ
ラ
シ

を
募
集
し
、
22
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
全
て
の
作
品
と
編
集
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
元
新
聞
社
論
説
委
員
に
よ
る
講
評
と
と

も
に
載
せ
、
地
域
の
絆
を
守
る
た
め
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
ま
す
。
各
団
体

が
今
で
き
る
こ
と
と
は
何
か
を
考
え
、
機
関
紙

に
込
め
た
思
い
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
☎
８
４
１·

１
２
５
８
、
〃

８
４
６・５
３
４
１

コ
ロ
ナ
禍
で
守
り
続
け
た
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
。

思
い
の
詰
ま
っ
た

１
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

機関紙
コレクション
Vol. ２
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自治会・コミュニティ部門（団体名五十音順）

東
香
里
校
区
福
祉
委
員
会

枚
二
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

藤
阪
校
区
福
祉
委
員
会

尊
延
寺
区

津
田
校
区
元
気
づ
く
り

地
域
づ
く
り
協
議
会

茄
子
作
自
治
会

五
常
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

蹉
跎
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

福
祉
委
員
会
（
福
祉
部
会
）

菅
原
校
区
福
祉
委
員
会

朝
日
丘
町
青
年
会

小
倉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会

香
里
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
・

香
里
校
区
福
祉
委
員
会
（
広
報
部
会
）

コ
ロ
ナ
対
策
で
人
と
の
関
わ
り
が
激
減

　夏
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
定
例
行
事
が
開
催
で
き
ず
、
近

所
の
人
と
で
さ
え
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
激
減
。
私
た
ち
は

地
域
の
繋
が
り
を
守
る
た
め
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、

自
治
会
・
町
内
会
ご
と

に
世
代
で
分
か
れ
た
活

動
の
様
子
を
紙
面
で
紹

介
し
続
け
て
き
ま
し

た
。年
賀
状
み
た
い
に
、

会
え
な
く
て
も
紙
面
を

通
じ
て
「
○
○
さ
ん
、

変
わ
ら
ず
元
気
そ
う
だ

ね
」
と
誰
か
の
こ
と
を

思
っ
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
と
い
う
気
持
ち
で

し
た
ね
。

地
道
な
活
動
で
守
っ
た
「
つ
な
が
り
」

　
取
り
組
み
の
成
果
を
感
じ
た
の
は
、
応
募
し
た
第
99
号
で

特
集
し
た
２
年
ぶ
り
の
行
事
「
歩
こ
う
会
」
に
、
予
想
を
倍

近
く
上
回
る
１
８
０
人
が
参
加
し
た
こ
と
。
地
域
の
輪
を
守

る
こ
と
が
で
き
た
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
１
面
に
は
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
集
ま
っ
た
写
真
を
大
き

く
掲
載
し
、「
磯
島
校
区
は
繋
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
！
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
ま
し
た
。

磯
島
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　広報部会9人を中心に年
4回発行し次号で100号を
迎える歴史ある機関紙。
地域の多くの人に届けた
いとの思いを込め、幅広
い世代の話題を取り上げ
ています。

PICK UP
編集者の
思い

西岡利之さん
広報担当歴約10年
の編集アドバイザー

古川昌さん
2018年から広報部
会長として奔走！
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サークル・同好会部門（団体名五十音順）

機関紙コレクション  Vol.2

枚
方
東
部
お
や
こ
劇
場

枚
方
南
お
や
こ
劇
場

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス

藤
阪
愛
逢

西
牧
野
３
丁
目
悠
々
ク
ラ
ブ

西
牧
野
福
寿
会

花
・
菜
園
サ
ー
ク
ル

天
の
川
・
交
野
ヶ
原
日
本
遺
産

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

関
西
記
念
病
院
デ
イ
ケ
ア

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
河
内

機
関
紙
は
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

　
顔
を
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
状
況
は

続
き
ま
す
が
、
機
関
紙
を
き
っ
か
け
に
近
所
や
家
庭
で
会
話

が
生
ま
れ
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
で
す
ね
。
私

た
ち
は
「
磯
島
だ
よ
り
」
を
地
域
の
情
報
発
信
を
通
し
て
人

と
人
を
繋
ぐ
と
て
も
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
「
重
み
」
を
感
じ
な
が
ら
、

今
後
も
地
域
に
密
着
し
、
み
な
さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
紙
面

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　新型コロナウイルスを機に、機関紙
は明らかに進化しました。コレクション

の作品から、その変化が浮かび上がります。コロナは人と人
の関係を希薄にしました。その危機感から、社会全体が人
と人とのつながりの大事さを再確認し、その復活に機関紙
が大きな役割を担ったようです。「友愛訪問を兼ねて、高齢
者８１人に会報を毎月届けた」。応募用紙に書いてあった言
葉です。会報自体が、つながりの重要なツールだったのです。
　歩こう会の記事では、参加者の声が弾んでいました。「普
段は話し相手がいないけど、みんなの顔が見られてよかっ
た」。記事は参加者の集合写真を添えてトップを飾り、作り
手の意思を表していました。在宅時間の有効活用のため、
歴史コーナーを新設した機関紙がありました。未来を見据え、
防災映画会を開いた団体もありました。機関紙の作り手は、
コロナの中で使命感に燃え、みんな前向きでした。

「人と人をつなげる機関紙」
機関紙コレクションVol.２講評

プロフィル
　昭和22年生まれ。毎日新聞記者と
して37年、論説委員などを務めて退
職。平成24年から機関紙コンクール
の講評を務めている。

元毎日新聞社論説委員
梶川 伸さん（74歳）

機関紙コレクション
とは…

非接触のイベント

応募作品すべてに
プロが講評

ホームページで
作品を紹介

　感染拡大を防止する
ため、作品の応募受付
や講評、記念品の送付
などは、全て郵送また
はメールで。

　元毎日新聞社論説委
員の梶川伸さんが全て
の応募作品に目を通し、
作品ごとに良い点やア
ドバイスを進呈します。

　全応募作品と各団体
のコロナにまつわるエ
ピソードを市ホームペ
ージに掲載します。

01

02

03
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